部局長とＰＴの議論資料　
【事務事業】
	項目名
	ダム建設事業（槇尾川ダム）

	部局の考え方


	○事業の必要性

・昭和57年の台風10号による水害（浸水家屋530戸）を契機に河川改修とダム建設を計画。河川改修については、H6年度末で約2.9km（進捗率23%）が進んでおり、平成7年7月の梅雨前線豪雨の水害では、浸水家屋30戸であった。

・時間雨量50㍉程度の雨による水害を解消するため、河川改修とダムを完成し、平成20年代半ばに50㍉対策を達成することとしている。

・なお、ダムについては、将来計画の1/100対応で建設する。
○事業の緊急性
・槇尾川の50㍉対策の進捗率:76%は、府域の進捗率:88%と比べて低い状況にあるため、50㍉対策の早期完成に向け、遅滞なく事業の進捗を図る必要がある。
・さらに、浸水被害を受けた地元自治会等より早期治水対策の完成が、要望されている。また流域市の和泉市議会においても、建設推進要望の決議がでている。
○対応方針
・PT試案のとおり、3年間は事業費を20％削減し、H20年度の本体着工を見送るが、槇尾川の50㍉対策を遅滞なく進めるために、H21年度には是非とも本体着工を行いたい。
・H23年度以降については、50㍉対策の遅滞ない事業進捗を図るため、事業費の重点配分を行いたい。
（単位：億円）
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